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 要  旨 
 
人間の脳は画期的な発見が行われる可能性を秘めた研究対象であり，脳科学は，
21世紀の科学の大きな柱となる可能性がある．脳科学の進歩は，脳の仕組みを知
り，人間を理解することにつながる．脳科学研究の成果は，脳の老化の防止，病
気の克服，脳の原理を生かしたコンピュータ新技術につながりうる．このような
意味で脳科学の推進を図り，脳機能解明を行うことは，重要な意味を持っている． 
しかし，人間は，普段特に意識することなく脳機能（記憶，学習，推論等）を用
いているが，その機能が脳内のどのような情報システムによって実現されている
のかはほとんど解明されていない．脳は複雑なネットワークであり，しかも，大
規模な並列分散情報処理を行っていると考えられている． 
本研究では，脳の仕組みを解明するためのアプローチとして脳の数学的モデル
を用いて脳の活動をモデル化し，人間の情報処理の仕組みについてモデル化を行
う．小脳は運動制御に大きく関わる部位であり，制御系内の他の部位の特性を学
習し，学習対象に代わって信号変換やフィードバック処理を行う．これにより，
無意識の運動や視覚に頼らない運動が可能となる．また，小脳皮質を切断すると
タイミング調整機能が消失することが知られている．このことから，運動のタイ
ミングを学習する際には，小脳が深く関わっていると考えられている． 
本研究の目的は，伊藤正男が提唱する小脳の皮質核微小複合体（小脳チップ）
に注目し，その数学的なモデル化を行うことである．その際，細胞の特性や細胞
間での情報伝達の可塑性など小脳の構造・特性に基づき，実際の小脳がどのよう
な制御特性を学習するのかというメカニズムを解明することが本研究の目的であ
る．具体的には，本研究では瞬目反射反応を取り上げる． 
瞬目反射反応とは小脳学習の一例で，条件付き刺激と条件付きでない刺激の連 
合により条件反応を起こさせる実験である．その実験結果から，小脳が時間を扱
っていると考えられている． 
本研究では，小脳の時間間隔メカニズムを計算機上でモデル化し，小脳学習メ
カニズムに対する提案を行う． 
 
